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ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
治
世
（
一
八
〇
一
～
二
五
年
）
に
、

ロ
シ
ア
は
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
貴
族
文
化
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と

共
有
し
て
い
た
。
ロ
シ
ア
は
完
全
に
で
は
な
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
一
部
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
指
導
的
な
国
の
一
つ
で

あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
侵
略
さ
れ
た
一
方
、
イ
ギ
リ

ス
と
と
も
に
対
仏
大
同
盟
を
牽
引
し
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
で
ポ
ー
ラ

ン
ド
を
獲
得
し
、
神
聖
同
盟
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ
と
ん
ど
の
君
主

を
加
入
さ
せ
た
。

　

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
公
と
な
り
、
既
存

の
憲
法
や
権
利
を
保
障
し
た
。
し
か
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ロ
シ

ア
の
関
係
は
明
瞭
に
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

大
公
国
の
地
位
に
関
す
る
研
究
史
を
網
羅
的
に
整
理
し
考
察
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
相
反
す
る
解
釈
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
は

示
し
う
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
特
権
を
持
つ
ロ
シ
ア
帝
国
の
一

地
域
で
あ
る
、
ロ
シ
ア
領
内
の
自
治
国
家
で
あ
る

（
1
（

、
あ
る
い
は
、

ロ
シ
ア
の
保
護
国
で
あ
る

（
2
（

な
ど
様
々
に
見
な
さ
れ
て
き
た
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
一
八
三
〇
年
代
後
半
か
ら
四
〇
年
代
初
頭

に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の
合
同
を
自
ら
解
消
し

て
ロ
シ
ア
と
単
独
講
和
を
結
び
、
代
表
制
を
持
つ
別
個
の
国
家
と

な
っ
た
と
い
う
説
が
唱
え
ら
れ
た

（
3
（

。
歴
史
家
で
は
、
七
〇
年
代
か

ら
八
〇
年
代
に
、
ユ
リ
ヨ
・
コ
ス
キ
ネ
ン
が
、
ロ
シ
ア
と
人
的
合

同
で
結
び
つ
い
た
別
個
の
国
家
と
主
張
し
た

（
4
（

。
ポ
ル
ヴ
ォ
ー
議
会

は
理
想
化
さ
れ
、忠
誠
の
宣
誓
は
君
主
と
諸
身
分
の
契
約
で
あ
り
、

国
家
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
一

方
、
ロ
シ
ア
の
ケ
ー
サ
リ
・
オ
ル
ジ
ン
ら
は
、
憲
法
と
は
制
定
法

の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
と
見
な
し
、
帝
国
の
国
家
評
議
会
長
官
と
し

【
論 

文
】

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
に
よ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
公
国
の
成
立
と
そ
の
地
位

池
　
本
　
今
日
子
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て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
諸
法
の
編
纂
に
従
事
し
た
ニ
コ
ラ
イ
・
セ
ル
ギ

エ
フ
ス
キ
ー
は
、
講
和
条
約
に
従
っ
て
大
公
国
を
「
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
諸
州
」
と
呼
び
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
一
体
で
あ
る
こ
と
も
認
め

な
か
っ
た

（
5
（

。

　

二
〇
世
紀
後
半
に
は
、
ロ
シ
ア
の
研
究
者
ミ
ナ
エ
ヴ
ァ
が
、
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
と
ミ
ハ
イ
ル
・
ス
ペ
ラ
ン
ス
キ
ー
は
、
ロ
シ

ア
と
結
び
つ
き
憲
法
を
持
つ
自
立
し
た
国
家
と
し
て
大
公
国
を
成

立
さ
せ
た
と
論
じ
た

（
6
（

。
一
方
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
研
究
者
ユ
シ
ラ

は
、
大
公
国
は
国
家
で
は
な
く
、
憲
法
は
近
代
的
な
立
憲
主
義
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
宣
誓
と
そ
の
確
認
は
近
代
的
契
約
で
は
な

い
と
論
じ
た
。
そ
れ
は
、
君
主
が
変
わ
っ
た
際
に
支
配
者
と
諸
身

分
が
既
存
の
法
的
地
位
を
確
認
す
る
と
い
う
中
世
以
来
一
八
三
〇

年
代
ま
で
続
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
習
慣
に
す
ぎ
な
い
、
と
見
な
す

（
7
（

。

　

本
稿
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
公
国
の
地
位
に
つ
い
て
相
反
す

る
様
々
な
見
解
が
存
在
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
れ
が
成
立
し
た

一
八
〇
八
年
か
ら
一
八
〇
九
年
の
諸
文
書
、保
障
状
、声
明
、条
約
、

議
会
で
の
言
葉
、
統
治
評
議
会
規
則
を
改
め
て
取
り
上
げ
、
大
公

国
の
地
位
を
探
る
。
文
書
の
公
共
性
の
度
合
い
と
時
期
に
よ
る
変

化
に
着
目
す
る
。
ま
た
、
や
は
り
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
が
成
立

さ
せ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
立
憲
王
国
と
の
比
較
も
試
み
る
。
今
後
の
研

究
の
第
一
歩
と
し
た
い
。

一
．
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
策
の
背
景

　

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
対
し
て
ロ
シ
ア
中

核
地
域
と
別
個
の
体
制
を
と
り
、
か
つ
、
憲
法
を
保
障
し
た
背
景

と
し
て
、
五
点
を
挙
げ
う
る
。

　

第
一
に
、
ロ
シ
ア
が
編
入
し
た
諸
地
域
に
特
別
な
統
治
を
導
入

す
る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
一
七
一
〇
年
か
ら
一
二

年
に
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
奪
っ
た
エ
ス
ト

ニ
ア
と
リ
ヴ
ォ
ニ
ア
の
ド
イ
ツ
人
貴
族
や
市
民
に
特
権
を
与
え
、

ル
タ
ー
派
教
会
の
権
利
を
認
め
た
。
身
分
制
議
会
が
維
持
さ
れ
、

ド
イ
ツ
人
貴
族
が
実
権
を
持
っ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
の
即

位
に
至
る
ま
で
、
君
主
は
即
位
の
際
に
権
利
と
特
権
を
確
認
し
、

そ
の
後
も
帝
政
は
特
権
を
完
全
に
破
壊
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ

た
。
ロ
シ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
改
革
と
外
交
の
た
め
、
ド
イ
ツ
と

縁
の
深
い
バ
ル
ト
貴
族
と
市
民
の
協
力
を
必
要
と
し
て
い
た

（
8
（

。

　

ロ
シ
ア
領
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
特
権
を
得
た
の
は
、
偶
然
の
要
因

に
よ
る
。
一
七
二
一
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の
ニ
ス
タ
ッ
ト
条
約
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で
ロ
シ
ア
に
編
入
さ
れ
た
ヴ
ィ
ボ
ル
グ
と
カ
レ
リ
ア
の
一
部
は
、

特
権
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
は
、
そ
の
重
要
性
の

低
さ
ゆ
え
に
、
同
じ
く
北
方
戦
争
で
得
た
エ
ス
ト
ニ
ア
・
リ
ヴ
ォ

ニ
ア
と
同
様
で
あ
る
と
役
人
に
誤
解
さ
れ
、
バ
ル
ト
・
ド
イ
ツ
人

の
支
配
下
で
帝
国
と
別
個
の
統
治
が
敷
か
れ
た
。
ロ
シ
ア
は
、
領

土
の
奪
還
を
目
指
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
降
し
、
一
七
四
三
年
に

オ
ー
ボ
条
約
で
さ
ら
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
地
域
を
奪
い
、
両
条
約
で

得
た
領
域
で
ヴ
ィ
ボ
ル
ク
県
を
形
成
し
た
。
こ
の
ロ
シ
ア
領
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
は
公
式
に
特
権
を
享
受
し
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
法
と
習
慣
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
が
尊
重
さ
れ
た

（
9
（

。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
で
得
た
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
諸
県
」

（
（1
（

に
対
し
て
は
、

一
七
九
六
年
一
二
月
一
二
日
に
パ
ー
ヴ
ェ
ル
に
よ
っ
て
、「
特
別

な
権
利
と
特
権
」、
す
な
わ
ち
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
貴
族
の
旧
来
の
権

利
と
特
権
を
認
め
る
布
告
が
発
せ
ら
れ
た

（
（（
（

。

　

第
二
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
と
そ
の
周
辺
は
憲
法
の
重
要

性
を
理
解
し
て
い
た
。
当
時
、
共
和
政
か
ら
立
憲
君
主
政
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
の
独
裁
的
憲
法
ま
で
様
々
な
型
の
近
代
憲
法
が
次
々
と
制

定
さ
れ
て
い
た
。
憲
法
は
、
一
方
で
フ
ラ
ン
ス
と
そ
の
勢
力
下
の

国
々
に
お
い
て
、
他
方
で
対
仏
大
同
盟
諸
国
に
お
い
て
作
成
さ
れ

た
。
ロ
シ
ア
の
外
交
上
内
政
上
の
政
治
体
制
に
関
す
る
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ル
一
世
の
政
策
の
土
台
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
〇
三
年
に
ア

ダ
ム
・
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
（
外
務
大
臣
補
佐
官
）
が
彼
に
提
出
し

た
覚
書
「
ロ
シ
ア
が
と
る
べ
き
外
交
方
針
」
で
あ
る
。
チ
ャ
ル
ト

リ
ス
キ
は
こ
の
覚
書
を
提
出
後
に
外
務
大
臣
代
理
に
任
命
さ
れ
、

事
実
上
の
外
務
大
臣
と
し
て
、
ロ
シ
ア
を
中
立
か
ら
反
仏
に
導
い

た
。
第
三
回
対
仏
大
同
盟
を
結
成
さ
せ
る
た
め
の
イ
ギ
リ
ス
と
の

交
渉
に
お
い
て
は
、
ロ
シ
ア
は
反
革
命
を
否
定
し
、
革
命
の
成
果

を
そ
の
国
の
状
況
に
応
じ
て
認
め
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
実
際
、

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
一
八
一
四
年
と
一
五
年
に
国
民
主
権

の
議
会
主
義
的
憲
法
を
認
め
る
よ
う
に
ル
イ
一
八
世
に
主
張
し
、

一
八
一
五
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
立
憲
王
国
を
成
立
さ
せ
た
。
こ
れ
ら

の
こ
と
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
が
国
や
地
域
の
状
況
に
応
じ

た
憲
法
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
す

（
（1
（

。

　

彼
は
帝
国
に
憲
法
を
制
定
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
広
義
の
も
の

を
含
め
れ
ば
憲
法
案
を
三
度
作
成
さ
せ
た
。
一
八
〇
二
年
の
「
ロ

シ
ア
国
民
へ
の
恵
与
状
案
」
は
、
貴
族
特
権
を
強
化
す
る
形
で
制

限
君
主
制
を
模
索
し
た
。
一
八
〇
九
年
に
は
ス
ペ
ラ
ン
ス
キ
ー
が

改
革
案
で
立
憲
君
主
制
の
方
向
を
目
指
し
た
。
一
八
二
〇
年
に
は



52

ノ
ヴ
ォ
シ
リ
ツ
ェ
フ
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
政
憲
法
の
方
向
で
憲
法
案

を
作
成
す
る
こ
と
に
な
る

（
（1
（

。

　

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
、
少
な
く
と
も
、
統
治
手
段
と
し
て

の
憲
法
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
。
ま
た
、
彼
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

指
向
を
考
慮
す
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
君
主
と
し
て
の
威
信
を
高

め
る
と
い
う
目
的
が
憲
法
の
重
視
に
は
大
い
に
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

第
三
に
、
テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト
体
制
下
の
状
況
で
あ
る

（
（1
（

。
連
戦
連
勝

を
誇
っ
て
い
た
ロ
シ
ア
軍
は
一
八
〇
五
月
一
二
月
に
ア
ウ
ス
テ
ル

リ
ッ
ツ
で
大
敗
し
て
以
来
敗
戦
を
重
ね
、
一
八
〇
七
年
二
月
に
ア

イ
ラ
ウ
で
撤
退
し
、
六
月
に
フ
リ
ー
ト
ラ
ン
ト
で
敗
れ
た
。
ナ
ポ

レ
オ
ン
は
プ
ロ
イ
セ
ン
を
占
領
し
た
。
一
八
〇
七
年
七
月
に
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
講
和
だ
け
で
な
く
、
同
盟
を

締
結
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対
抗
す
べ

く
愛
国
心
を
鼓
舞
し
て
き
た

（
（1
（

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
に
と
っ
て
、

同
盟
す
る
こ
と
自
体
が
内
政
上
危
険
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、
同
盟
に
よ
り
強
い
ら
れ
た
大
陸
封
鎖
へ
の
参
加
は
、
貴
族

と
商
人
の
激
し
い
不
満
を
呼
ん
だ
。
そ
の
上
、
ロ
シ
ア
は
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
を
大
陸
封
鎖
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
も
約
束
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
戦
争
が
必
至
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　

ナ
ポ
レ
オ
ン
は
そ
の
報
酬
と
し
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
示
し
た
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
に
も
と
も
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
の
拡
大
の

計
画
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
何
ら
か
の
埋
め
合
わ
せ
は
必
要
で

あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
言
う
よ

う
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
防
衛
に
重
要
で
あ
っ
た

（
（1
（

。
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ル
一
世
自
身
、
一
八
〇
八
年
一
〇
月
一
（
一
三

（
（1
（

）
日
に
国
内
に
発

し
た
講
和
に
つ
い
て
の
声
明
の
中
で
、
こ
の
講
和
に
よ
り
帝
国
は

「
ゆ
る
ぎ
な
い
安
全
な
国
境
」
を
得
た
と
述
べ
た
。
そ
れ
が
ロ
シ

ア
帝
国
民
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
が
ア
ピ
ー
ル
し
た
ロ
シ
ア
の
利
益

で
あ
る

（
（1
（

。

　

と
は
い
え
、
そ
も
そ
も
、
ロ
シ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
の
同
盟
は
当
初

か
ら
決
裂
に
至
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世

は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
大
陸
封
鎖
へ
の
参
加
を
強
い
る
と
い
う
フ

ラ
ン
ス
と
の
約
束
を
守
る
こ
と
で
フ
ラ
ン
ス
と
決
裂
せ
ず
、か
つ
、

早
い
勝
利
と
情
勢
の
安
定
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
が
ロ
シ
ア
の
苦

境
に
乗
じ
て
攻
め
て
く
る
こ
と
を
防
ぐ
必
要
が
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア

は
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
も
戦
端
を
開
い
て
い
た
た
め
、
な
お
さ
ら
で
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あ
る
。

　

第
四
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
対
す
る
宥
和
策
が
効
果
を
持
つ
可

能
性
が
あ
っ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
公
の
称

号
を
と
っ
た
も
の
の
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
国
と
し
て
の
実
態
を
有

し
て
い
な
か
っ
た

（
（1
（

。
ロ
シ
ア
と
の
戦
争
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
犠
牲

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
一
八

世
紀
後
半
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
の
分
離
主
義
が
誕
生
し
、
そ
の

中
心
人
物
で
あ
る
ゲ
オ
ル
ク
・
ス
プ
レ
ン
グ
ト
ポ
ル
テ
ン
が
ロ
シ

ア
へ
移
住
し
て
い
た
。
一
方
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
貴
族
は
、
ロ
シ

ア
貴
族
同
様
に
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貴
族
文
化
の

も
と
に
あ
っ
た

（
11
（

。
宗
教
あ
る
い
は
民
族
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
い
た

他
の
時
代
よ
り
も
、
ロ
シ
ア
の
支
配
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
余
地
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
独
自
の
統
治
自
体
は
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
馴
染
み
の

も
の
で
あ
っ
た
が
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
憲
法
の
重
要
性
を

理
解
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト
体
制
下
で
の
フ
ラ

ン
ス
と
の
関
係
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
指
導
者
層
を
宥
和
す
る
必
要

性
を
高
め
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
貴
族
を
宥
和
し
う
る
環
境
が
存
在

し
た
こ
と
も
そ
れ
を
後
押
し
し
た
。

　

い
ま
ひ
と
つ
、
第
五
の
背
景
と
し
て
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
以
降

の
ロ
シ
ア
皇
帝
や
貴
族
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
様
々
な
側
面
を
範
と
し

て
き
た
が
、
複
合
国
家
も
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
で
あ
っ
た
こ

と
を
挙
げ
て
お
く
。

二
．
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
編
入

　

一
八
〇
八
年
二
月
九
日
（
二
一
日
）
に
ロ
シ
ア
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
領
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
進
軍
し
た
。

　

翌
二
月
一
〇
（
二
二
）
日
に
、
リ
ヴ
ォ
ニ
ア
総
督
で
、
こ
の
戦

争
で
当
初
指
揮
官
を
務
め
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ブ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ヴ

デ
ン
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
住
民
に
平
静
を
呼
び
か
け
た
。
そ
の
声
明

で
彼
は
オ
ー
ボ
（
ト
ゥ
ル
ク
）
で
議
会
を
開
催
す
る
と
告
げ
、「
法

で
定
め
ら
れ
た
、
通
常
の
議
会
で
守
ら
れ
て
い
る
秩
序
に
し
た

が
っ
て
」各
地
方
か
ら
代
表
を
派
遣
す
る
よ
う
に
述
べ
た
。
ま
た
、

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
公
国
は
、
今
後
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
す
で
に
獲

得
さ
れ
た
他
地
域
と
同
等
に
見
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の

地
域
は
、
陛
下
の
先
祖
の
穏
や
か
な
治
世
に
平
穏
と
安
寧
と
、
自

ら
の
特
権
、
自
由
な
信
仰
、
自
由
、
権
利
、
そ
の
他
の
特
典
を
享

受
し
て
き
た
し
、
そ
し
て
い
ま
は
陛
下
の
帝
権
の
も
と
に
そ
れ
ら
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を
享
受
し
て
い
る
。
彼
ら
は
そ
れ
を
昔
か
ら
保
持
し
、
い
ま
も
保

持
し
て
い
る
」

（
1（
（

。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
公
国
を
実
態
の
あ
る
も
の
と

見
な
し
、
独
自
の
議
会
を
召
集
し
、
さ
ら
に
、
す
で
に
編
入
さ
れ

て
い
る
旧
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
領
、
す
な
わ
ち
、「
旧
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」

と
バ
ル
ト
地
域
と
同
様
に
特
権
や
権
利
と
信
仰
の
自
由
を
保
障
す

る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
声
明
は
外
務
省
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語

と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
に
訳
さ
れ
た
後
、
国
境
地
域
で
秘
密
裏
に
印

刷
さ
れ
て
前
戦
へ
送
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
版
か
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
語
版
へ
の
翻
訳
は
、
顧
問
を
務
め
て
い
た
ス
プ
レ
ン
グ
ト
ポ
ル

テ
ン
が
担
当
し
た

（
11
（

。
議
会
や
特
権
へ
の
言
及
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

一
世
の
同
意
な
し
に
は
あ
り
え
な
い
。
彼
は
当
初
か
ら
、
ロ
シ
ア

中
核
地
域
と
は
異
な
る
統
治
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

三
月
一
〇
（
二
二
）
日
、
ロ
シ
ア
軍
は
オ
ー
ボ
を
占
領
し
た
。

三
月
一
二
（
二
四
）
日
、
ブ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ヴ
デ
ン
は
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
住
民
に
呼
び
か
け
た
。「
皇
帝
陛
下
の
多
く
の
慈
悲
が
あ
な
た

方
に
す
で
に
示
さ
れ
た
。
国
の
諸
法
は
保
持
さ
れ
る
」

（
11
（

。

　

三
月
一
六
日
（
二
八
）
日
、ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
と
帝
国
民
に
声
明
を
発
し
、
ロ
シ
ア
軍
が
新
た
に
征
服
し

た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
領
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
「
ロ
シ
ア
帝
国
に
永
遠
に

編
入
」し
た
と
宣
言
し
た

（
11
（

。
三
月
二
〇
日（
四
月
一
日
）に
は
、「
余

の
玉
座
へ
の
永
遠
の
忠
誠
を
［
こ
の
国
］
の
住
民
に
宣
誓
さ
せ
る
」

よ
う
に
命
じ
た

（
11
（

。
ま
た
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
へ
の
書
簡
で
、「
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
領
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
ロ
シ
ア
の
地
方
と
宣
言
し
た
」
と
伝
え

た
（
11
（

。

　

夏
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
が
反
撃
し
た
。

　

六
月
五
日
（
一
七
）
日
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
全
階
層
と
身
分
に
声
明
を
発
し
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
編
入

は
決
定
的
な
こ
と
で
あ
り
、
敵
の
噂
や
誘
惑
に
動
揺
し
な
い
よ
う

に
求
め
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
に
仕
え
て
い
る
住
民
に
は
、
こ
の

声
明
か
ら
六
週
間
の
間
に
戻
る
な
ら
ば
、「
余
の
忠
実
な
臣
民
」

と
し
て
扱
う
と
約
束
し
た

（
11
（

。

　

同
時
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
諸
制
度
を
維
持
す
る
と
述
べ
た
。

「
余
は
…
…
こ
の
領
土
の
完
全
性
と
、
全
ロ
シ
ア
と
の
不
可
欠
で

永
遠
の
一
体
性
を
保
持
す
る
と
い
う
神
聖
な
責
務
を
自
ら
に
課
し

た
。
全
ロ
シ
ア
の
帝
笏
に
従
い
、
一
つ
の
帝
国
を
構
成
す
る
諸
国

民
の
列
に
新
た
に
編
入
さ
れ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
住
民
は
、今
後
、
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自
ら
の
立
場
を
永
遠
に
受
け
取
っ
た
」。
同
時
に
、「
あ
な
た
方
の

国
に
固
有
な
古
く
か
ら
の
諸
法
を
余
は
神
聖
に
保
持
し
、
そ
れ
ら

諸
法
の
上
に
あ
な
た
方
の
活
動
と
勤
勉
の
新
し
い
場
所
が
あ
る
」

（
11
（

。

こ
う
し
て
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
ロ
シ
ア
中
核
地
域
と
異
な
る

統
治
を
行
う
こ
と
を
自
ら
の
言
葉
と
し
て
約
束
し
た
。
一
八
一
二

年
夏
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
の
反
撃
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
自
身

の
声
明
を
発
す
る
時
期
を
早
め
た
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
別
の
統
治
を
行
う
こ
と
自
体
は
開
戦
当
初
か
ら

考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

九
月
一
七
日
に
戦
争
が
終
結
し
、
一
一
月
一
四
日
に
休
戦
協
定

が
結
ば
れ
た
。

　

九
月
三
〇
日
（
一
〇
月
一
二
日
）
に
エ
ル
フ
ル
ト
で
締
結
さ
れ

た
フ
ラ
ン
ス
と
の
条
約
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ワ
ラ
キ
ア
、
モ

ル
ダ
ヴ
ィ
ア
は
「
ロ
シ
ア
帝
国
の
一
部
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
を

共
有
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
（
第
五
条
）

（
11
（。

ロ
シ
ア
が
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
を
獲
得
す
る
権
利
を
認
め
る
こ
と
を
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
確
約

さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
ミ
ハ
イ
ル
・
ス
ペ

ラ
ン
ス
キ
ー

（
11
（

を
こ
の
会
談
に
伴
っ
た
。

　

一
〇
月
か
ら
一
一
月
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
諸
身
分
の
代
表
が
ペ

テ
ル
ブ
ル
ク
を
訪
問
し
た
が
、
ロ
シ
ア
は
外
交
使
節
の
待
遇
で
接

し
た

（
1（
（

。
一
一
月
一
九
日
（
一
二
月
一
日
）、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一

世
は
、
ス
プ
レ
ン
グ
ト
ポ
ル
テ
ン
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
総
督
に
任
命

し
た
。
同
日
、「
新
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
臨
時
統
治
委
員
会
規
則
」
が

裁
可
さ
れ
た
。
ス
プ
レ
ン
グ
ト
ポ
ル
テ
ン
の
提
案
を
軍
務
大
臣
ア

ラ
ク
チ
ェ
エ
フ
、
軍
指
揮
官
ゴ
ッ
タ
ル
ド
・
ノ
リ
ン
グ
が
協
議
し
、

さ
ら
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
総
督
は
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
問
題
に
つ
い
て
、
帝
国
の
諸
大
臣
で
は
な
く
、
皇
帝
に

直
接
上
奏
す
べ
し
と
修
正
し
た

（
11
（

。
一
二
月
一
六
日
に
ス
ペ
ラ
ン
ス

キ
ー
は
法
務
大
臣
補
佐
官
に
任
命
さ
れ
、
二
八
日
ま
で
に
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
問
題
は
彼
の
所
管
と
な
り
、
上
奏
は
彼
を
通
す
こ
と
に

な
っ
た
。
ス
ペ
ラ
ン
ス
キ
ー
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
議
会
で

の
言
葉
や
声
明
を
準
備
し
た

（
11
（

。

　

一
八
〇
八
年
末
に
彼
の
提
言
に
よ
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ル

タ
ー
派
聖
職
者
を
委
員
長
と
し
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
問
題
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
た

（
11
（

。
ミ
ナ
エ
ヴ
ァ
に
よ
れ
ば
、
委
員
会
の
指
令
書

は
、「
内
政
に
お
い
て
特
別
な
政
治
的
存
在
を
享
受
す
る
」
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
に
「
憲
法
」
を
作
成
す
る
こ
と
を
委
員
会
の
目
的
と
記

し
た
。
同
時
に
、
指
令
書
は
、
各
階
層
を
集
め
て
国
民
の
利
益
を
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君
主
に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ

（
11
（

、
議
会
の
存
在
を
重
視

し
た
。

三
．
保
障
状
と
声
明
、
条
約
、
議
会
、
統
治
評
議
会
規
則

　

一
八
〇
九
年
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
地
位
を
定
め
た
の
は
、
三
月

一
五（
二
七
）日
の「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
全
住
民
へ
の
皇
帝
の
保
障
状
」

と
い
く
つ
か
の
声
明
、八
月
の
統
治
評
議
会
規
則
、九
月
五（
一
七
）

日
の
フ
レ
デ
リ
ク
ス
ハ
ム
ン
講
和
条
約
で
あ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
地
位
に
関
す
る
言
質
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
議
会
で
の
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
一
世
の
言
葉
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
法
的
意
義
は

他
よ
り
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
一
八
〇
九
年
一
月
二
〇
日
（
二
月
一

日
）
に
、
三
月
一
〇
（
二
二
）
日
に
ボ
ル
ゴ
ー
（
ポ
ル
ヴ
ォ
ー
）

で
全
国
議
会
を
召
集
す
る
と
宣
言
し
た
。「
神
意
と
、
余
の
軍
の

成
功
に
よ
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
公
国
は
、
余
の
帝
国
に
永
遠
に

統
合unir

さ
れ
た
」。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
公
国
は
帝
国
と
合
同

し
た
。

　
「
余
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
全
身
分
が
［
住
民
の
福
利
と
い
う
］

こ
の
健
全
な
目
的
を
達
す
る
た
め
に
全
力
で
余
を
支
持
す
る
こ
と

を
確
信
し
」、「
国pays

の
憲
法
に
し
た
が
っ
て
、
諸
身
分
を
議

会
に
召
集
す
る
」。「
諸
身
分
の
代
表
は
、
議
会
の
規
則
に
定
め
ら

れ
た
方
法
で
議
会
に
赴
き
、
そ
の
審
議
に
託
す
べ
き
と
余
が
見
做

す
対
象
に
つ
い
て
議
論
せ
よ
」

（
11
（

。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
憲
法

に
言
及
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
諸
身
分
の
協
力
を
確
信
し
つ
つ
議

会
を
召
集
し
た
。
議
題
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
が
決
定
す
る
。

　

三
月
一
六
（
二
八
）
日
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
議
会
を
開

い
た
。
そ
の
前
日
の
三
月
一
五
（
二
七
）
日
、
彼
は
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
住
民
に
保
障
状
を
与
え
た
。「
神
意
に
よ
り
余
は
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
大
公
国
を
領
有
し
」、「
国pays

の
宗
教
と
基
本
諸
法
、同
様
に
、

特
に
大
公
国
内
の
各
身
分
と
…
…
全
て
の
住
民
一
般
が
憲
法
の
名

に
お
い
て
い
ま
ま
で
享
受
し
て
き
た
権
利
と
特
権
を
確
認
し
承
認

す
る
」。「
余
は
、
こ
の
全
て
の
利
点
を
全
効
力
で
、
い
か
な
る
変

更
も
な
く
維
持
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
」

（
11
（

。

　

こ
う
し
て
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
公
国

を
領
有
し
、
信
仰
と
基
本
諸
法
、
憲
法
、
権
利
と
特
権
の
維
持
を

保
障
し
た
。「
国
家
」
と
い
う
語
は
用
い
な
い
が
、
二
日
後
の
三

月
一
七
（
二
九
）
日
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

大
公
と
し
て
戴
冠
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
国
家
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性
を
尊
重
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

保
障
状
は
憲
法
、
基
本
諸
法
が
何
を
意
味
す
る
か
を
明
記
し
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
そ
れ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
成
文
憲
法
を
想

起
さ
せ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
一
七
八
九
年
の
「
統
一
と
安
全

の
法
」（
全
九
条
）、
こ
れ
に
よ
り
修
正
さ
れ
て
い
な
い
部
分
は
、

一
七
七
二
年
の
政
体
法
（
全
五
七
条
）
で
あ
る
。

　

君
主
は
執
行
権
を
有
し
、
公
職
任
免
権
の
ほ
か
、
宣
戦
と
講
和
、

同
盟
の
締
結
、
恩
赦
の
権
利
を
持
っ
た
。
一
方
、
法
の
制
定
や
廃

止
、新
税
の
導
入
は
原
則
的
に
議
会
の
同
意
を
必
要
と
し
た
。も
っ

と
も
、
政
体
法
に
よ
り
議
会
の
召
集
権
と
、「
統
一
と
安
全
の
法
」

に
よ
り
法
案
提
出
権
は
王
に
専
属
し
た
。
議
会
は
、「
王
が
提
議

し
た
問
題
以
外
を
取
り
扱
わ
な
い
」（
第
六
条
）。
議
会
の
定
期
的

召
集
は
保
障
さ
れ
ず
、
王
政
府
は
議
会
に
対
し
て
責
任
を
負
わ
な

い
（
11
（

。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
い
わ
ゆ
る
「
絶
対
主
義
時
代
」
の
憲
法
で

あ
る
が

（
11
（

、
専
制
で
は
な
い
。
制
限
王
制
、
な
い
し
、
君
主
主
権
の

立
憲
王
政
で
あ
る
。

　
「
統
一
と
安
全
の
法
」
は
、
王
は
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
成
文
法

に
し
た
が
っ
て
我
々
を
統
治
す
る
」（
第
二
条
）
と
明
記
し
、
憲

法
に
基
づ
い
た
統
治
を
王
に
義
務
づ
け
た
。
憲
法
は
王
が
「
我
々

（
諸
身
分
）
と
合
意
し
た
」
も
の
で
あ
っ
た
（
前
文
）。

　

と
り
わ
け
危
機
的
な
時
代
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
両
憲
法
を
保

障
す
る
と
明
記
す
る
こ
と
は
、
帝
国
の
内
政
に
と
っ
て
危
険
で

あ
っ
た
。と
は
い
え
、ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
と
ス
ペ
ラ
ン
ス
キ
ー

は
帝
国
に
憲
法
を
制
定
す
る
計
画
を
模
索
し
て
お
り
、
専
制
か
ら

の
変
化
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
や
諸
権
利
の
保
障
は
二
人
の
計
画

と
基
本
的
に
は
一
致
し
て
い
た

（
11
（

。
そ
の
点
で
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

一
世
の
も
と
で
帝
国
と
周
縁
部
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
憲
法
案
の

全
て
が
欽
定
憲
法
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
両
憲
法
が
諸
身
分
と

合
意
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
最
も
問
題
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
両
憲
法
の
明

記
は
重
大
な
問
題
を
発
生
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。
保
障
状
で
、
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
両
憲
法
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
を

保
障
し
た
と
考
え
ら
れ
る

（
1（
（

。

　

一
八
〇
九
年
三
月
二
三
日
（
四
月
四
日
）、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

一
世
は
信
仰
と
基
本
諸
法
、
権
利
と
特
権
の
維
持
を
改
め
て
確
認

す
る
と
と
も
に
、「
こ
の
国
の
古
く
維
持
さ
れ
た
慣
例
に
し
た
が

い
」、
戴
冠
式
の
日
に
諸
身
分
と
農
民
代
表
が
議
会
で
示
し
た
忠

誠
の
誓
い
を
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
全
住
民
に
と
っ
て
正
し
く
義
務
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的
な
こ
と
と
見
な
し
」、
彼
ら
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
と
継
承

者
に
忠
誠
心
と
愛
着
を
永
遠
に
抱
く
こ
と
を
信
じ
て
、「
こ
の
よ

き
忠
実
な
民
」
の
「
幸
福
と
繁
栄
の
た
め
に
」「
熱
心
で
温
情
に

満
ち
た
配
慮
」
を
行
う
と
宣
言
し
た

（
11
（

。
す
な
わ
ち
、
忠
誠
を
信
じ

て
、
温
情
あ
る
配
慮
を
行
う
。

　

こ
う
し
て
、
大
公
国
は
同
じ
君
主
の
下
に
帝
国
と
合
同
し
、
従

来
の
憲
法
、
基
本
諸
法
の
内
容
、
権
利
、
特
権
、
信
仰
の
維
持
が

保
障
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
が
温
情
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

（
11
（

。
特
権
は
、
諸
身
分
と
の
合
意
に
よ
り
与

え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、永
遠
に
約
束
さ
れ
た
も
の
で
も
な
い
。

一
方
、
三
月
以
降
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
文
書
と
、
戴
冠
と

い
う
行
為
に
よ
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
国
家
と
し
て
の
自
立
性
を

尊
重
し
て
い
た
。

　

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
議
会
で
、「
余
」
で
は
な
く
、「
私
」

を
主
語
と
し
て
発
言
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
議
会
で
の
言
葉
は

公
の
発
言
で
は
あ
る
が
、
声
明
や
保
障
状
と
比
べ
て
法
的
な
意
味

は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
議
会
で
の
彼
の
言
葉
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

を
一
層
自
立
的
に
描
い
た
。

　

一
八
一
九
年
三
月
一
六
（
二
八
）
日
、
ボ
ル
ゴ
ー
議
会
の
開
会

に
あ
た
り
彼
は
次
の
よ
う
な
言
葉
を
与
え
た
。「
神
意
に
よ
り
、

善
良
で
忠
実
な
人
々
を
統
治
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
、
私
は
自
ら
の

周
り
に
彼
ら
の
代
表
が
集
う
の
を
望
ん
だ
。
…
…
私
は
あ
な
た
方

の
憲
法
、
基
本
諸
法
を
維
持
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
…
…
こ

の
集
会
は
あ
な
た
方
の
政
治
的
存
在
の
画
期
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

…
…
祖
国
へ
の
愛
、
秩
序
へ
の
愛
と
、
あ
な
た
方
の
見
解
に
お
け

る
変
わ
ら
ぬ
調
和
が
、
あ
な
た
方
の
議
論
の
精
神
と
な
る
よ
う
に

…
…
」

（
11
（

。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
穏
や
か
な
議
会
運
営
を
促
し

な
が
ら
、
憲
法
の
維
持
と
い
う
約
束
を
確
認
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
人
々
の
「
政
治
的
存
在
」
の
画
期
と
な
る
と
言
及
し
た
。
新
た

な
「
政
治
的
存
在
」
と
は
、
こ
こ
で
、
憲
法
と
議
会
を
持
つ
国
民

を
指
す
。

　

七
月
六
日
（
一
八
日
）
の
閉
会
式
で
彼
は
こ
う
述
べ
た
。「
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
諸
身
分
を
全
体
議
会
に
召
集
し
、
私
は
、
真
の
利

益
に
関
す
る
そ
の
国
民
の
希
望
と
感
情
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
。

…
…
私
は
あ
な
た
方
の
忠
誠
心
に
大
い
に
期
待
し
、
…
…
あ
な
た

方
の
審
議
に
完
全
な
自
由
を
与
え
た
。
…
…
私
は
あ
な
た
方
の
意

見
の
独
立
性
を
見
守
っ
た
。
…
…
あ
な
た
方
の
政
治
的
存
在
に

と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
原
則
、
す
な
わ
ち
、
あ
な
た
方
の
法
の
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維
持
と
、
人
身
の
安
全
、
あ
な
た
方
の
財
産
の
不
可
侵
が
保
障
さ

れ
る
と
〔
あ
な
た
方
の
同
胞
に
〕
確
信
さ
せ
よ
」。
こ
こ
で
政
治

的
存
在
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
は
、
独
自
の
法
と
権
利
と
自
立
性

で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
人
々

は
「
今
後
、
諸
国
民
の
列
に
置
か
れ
、
そ
の
法
の
支
配
の
下
」
に

置
か
れ
る
と
述
べ
、「
こ
の
国
民
が
外
に
平
穏
で
、
内
に
自
由
で
」

あ
り
、
彼
の
「
意
図
を
正
当
に
評
価
し
、
そ
の
運
命
に
感
謝
す
る
」

こ
と
を
期
待
す
る
と
述
べ
た

（
11
（

。
こ
う
し
て
、「
国
家
」
と
い
う
言

葉
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
自
立
度
の

高
い
国
家
と
し
て
認
め
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
を
許
し
た
。
人

的
合
同
を
想
起
さ
せ
う
る
。
一
方
で
、
諸
国
民
と
は
帝
国
の
諸
国

民
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
余
地
も
残
し
た
。

　

議
会
で
の
言
葉
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
を
味
方
に
つ
け
、
穏
健
な

統
治
を
望
む
た
め
の
言
葉
で
あ
っ
た

（
11
（

。
そ
れ
は
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
向
け
の
言
葉
で
あ
り
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
を
、
憲
法
を
尊

重
し
議
会
を
召
集
し
、
そ
の
自
由
な
審
議
を
許
す
君
主
と
し
て
描

き
出
し
、
憲
法
に
し
た
が
っ
た
統
治
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

議
会
で
人
的
合
同
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
表
現
を
用
い
た
の
は
そ

の
一
環
で
あ
り
、
大
公
国
の
国
家
と
し
て
の
自
立
性
を
強
調
し
た

最
大
限
の
表
現
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
八
〇
九
年 

八
月
六
（
一
八
）
日
、ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
、

総
督
を
議
長
と
す
る
統
治
評
議
会
を
大
公
国
に
設
置
し
、
規
則

（
11
（

を

定
め
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
問
題
特
別
委
員
会
で
協
議
さ
れ
、
議
会

に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
前
文
で
、
統
治
評
議
会
の
設

置
は
、
諸
地
方
が
中
心
点
と
最
高
裁
判
所
を
持
つ
こ
と
は
、「
国

家Etat

の
福
利
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
」
か
ら
で
あ
る
と
述
べ

ら
れ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
公
国
を
「
国
家
」
と
見
な
し
た
。
総

督
も
統
治
評
議
会
も
皇
帝
に
直
属
し
、
大
公
国
の
高
い
自
立
性
を

窺
わ
せ
る
。
と
は
い
え
、「
国
家
」
は
独
立
し
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
。
さ
ら
に
、
規
則
は
、
君
主
を
大
公
で
は
な
く
、
皇
帝
陛
下

と
呼
ん
で
お
り
、こ
の
点
で
、帝
国
の
中
の
大
公
国
と
理
解
で
き
る
。

　

評
議
会
は
総
督
の
下
、司
法
部
門
と
政
治
経
済
部
門
か
ら
な
る
。

新
た
な
課
税
も
、「
皇
帝
陛
下
が
示
し
た
命
令
に
従
う
の
で
な
い

か
ぎ
り
」
予
算
以
外
の
支
出
も
許
さ
れ
な
い
（
第
一
六
条
）。「
い

か
な
る
法
的
文
書
も
評
議
会
か
ら
発
せ
ら
れ
え
な
い
。
評
議
会
は

既
存
の
法
の
み
に
従
っ
て
行
動
し
、
そ
れ
を
解
釈
し
、
さ
ら
に

な
お
そ
れ
を
廃
止
す
る
い
か
な
る
権
利
も
持
っ
て
い
な
い
」（
第
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一
七
条
）。「
た
だ
し
、
評
議
会
は
、
皇
帝
陛
下
に
、
評
議
会
が
法

典
の
い
ず
れ
か
の
規
則
や
規
定
に
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

見
做
す
解
釈
に
つ
い
て
自
ら
の
意
見
を
提
示
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
こ
れ
ら
の
意
見
は
熟
し
た
議
論
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
、

そ
れ
ら
が
皇
帝
陛
下
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
の

み
、
効
力
を
も
つ
」（
第
一
八
条
）。
こ
う
し
て
、
評
議
会
は
立
法

に
関
し
、
既
存
法
に
与
え
る
解
釈
に
つ
い
て
陛
下
に
提
示
で
き
る

の
み
で
あ
る
。
法
案
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
点
で
国
家
の
内
政
機
構
と
し
て
不
完
全
で
あ
る
と
い
え

る
。
総
督
に
は
一
八
〇
九
年
夏
に
ミ
ハ
イ
ル
・
バ
ル
ク
ラ
イ
＝
ド

＝
ト
ー
リ
が
就
任
し
て
い
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
駐
留
ロ
シ
ア
軍
司

令
官
と
の
兼
務
で
あ
る

（
11
（

。

　

一
八
〇
九
年
九
月
一
七
日
に
締
結
さ
れ
た
フ
レ
デ
リ
ク
ス
ハ
ム

ン
講
和
条
約

（
11
（

は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
ロ
シ
ア
帝
国
に
編
入
し
た
と

定
め
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
諸
県
を
ロ
シ
ア

帝
国
へ
割
譲
し
、
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ボ
な
ど
の
「
諸
県
に
対
す

る
自
ら
の
全
て
の
権
利
と
称
号
を
、
全
ロ
シ
ア
の
皇
帝
陛
下
と
ロ

シ
ア
の
玉
座
と
帝
国
の
継
承
者
に
対
し
て
放
棄
し
」
た
。「
こ
れ

ら
の
諸
県
は
…
…
今
後
…
…
ロ
シ
ア
帝
国
に
帰
属
し
、
そ
れ
に
編

入
さ
れ
るincorporés

（присоединяться

）」（
第
四
条
）。
条

約
に
国
家
性
は
全
く
読
み
取
れ
な
い
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
諸
県
と

呼
ば
れ
、
帝
国
の
一
地
域
で
あ
る
。

　

一
方
、
条
約
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
特
権
と
宗
教
の
維
持
を
認
め

た
。「
全
ロ
シ
ア
の
皇
帝
陛
下
は
す
で
に
、
寛
大
さ
と
正
義
の
最

も
明
白
な
証
明
を
与
え
た
。
陛
下
は
、
陛
下
が
獲
得
し
た
ば
か
り

の
国pays

の
住
民
を
寛
大
さ
と
正
義
で
統
治
す
る
こ
と
を
決
定

し
、
住
民
の
宗
教
的
行
為
の
自
由
と
、
彼
ら
の
所
有
の
権
利
、
彼

ら
の
特
権
を
寛
大
か
つ
自
発
的
に
彼
ら
に
保
障
し
た
」（
第
六
条
）。

こ
う
し
て
条
約
上
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
特
権
と
信
仰
、
所
有
権
が

そ
の
住
民
に
保
障
さ
れ
、
帝
国
に
編
入
さ
れ
た
。
一
八
〇
八
年
の

声
明
で
述
べ
ら
れ
た
通
り
で
あ
る
。
第
六
条
の
「
寛
大
か
つ
自
発

的
に
」
と
い
う
表
現
に
は
、
強
い
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う

意
味
と
、
温
情
的
な
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
〇
月
一
（
一
三
）
日
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
講
和
に
つ

い
て
の
声
明
を
国
内
に
発
し
た
。「
余
の
忠
実
な
臣
民
に
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
国
民
（
ナ
ロ
ー
ド
）
を
統
合
し
…
…
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国

民
は
、
今
後
、
余
の
玉
座
の
庇
護
の
下
で
平
穏
に
安
全
に
安
ら
ぐ

諸
国
民
の
列
に
加
わ
る
。
六
県
は
…
…
こ
の
新
し
い
存
在
を
獲
得
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し
、
す
で
に
神
に
感
謝
し
て
い
る
…
…
」

（
11
（

。
こ
こ
で
、
獲
得
さ
れ

た
「
新
し
い
存
在
」
と
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
玉
座
の
下

に
あ
る
国
民
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ナ
ロ
ー
ド
は
多
義
語
で
あ
る
が
、
当
時
、
条
約
な
ど
公
的
文
書

で
、フ
ラ
ン
ス
語
の
ナ
シ
オ
ン
の
訳
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

一
八
世
紀
に
ナ
シ
オ
ン
は
啓
蒙
主
義
的
政
治
的
概
念
で
あ
り
、 

国

民
国
家
を
構
成
す
る
集
団
、
つ
ま
り
国
家
あ
っ
て
の
国
民
で
あ
っ

た
。
と
は
い
え
、
す
で
に
一
九
世
紀
初
頭
に
は
、
ロ
マ
ン
主
義
的

概
念
に
移
行
し
始
め
て
お
り
、
国
家
を
奪
わ
れ
た
国
民
も
含
む
よ

う
に
な
っ
て
い
た

（
1（
（

。
一
八
一
五
年
五
月
三
日
に
ウ
ィ
ー
ン
で
ロ
シ

ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
定

め
た
条
約
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
旧
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
の
人
々
を

「
国
民
」
と
見
な
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
条
約
上
帝
国
に
編
入
さ
れ
、

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
こ
れ
を
実
態
の
あ
る
大
公
国
と
し
、
議

会
を
開
催
し
た
。
大
公
国
は
帝
国
と
合
同
し
、
自
由
な
信
仰
と
従

来
の
特
権
、
権
利
、
憲
法
が
保
障
さ
れ
た
。
複
合
国
家
が
形
成
さ

れ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
議
会
で
人
的
合
同
も
想
起
さ
せ

る
表
現
を
用
い
、
大
公
と
し
て
戴
冠
し
た
。
人
心
を
掌
握
す
る
た

め
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
国
家
性
を
認
め
る
最
大
限
の
表
現
で
あ
っ

た
。
そ
の
一
方
、
統
治
評
議
会
規
則
は
大
公
国
に
国
家
と
し
て
十

全
な
機
能
を
与
え
な
か
っ
た
。
大
公
国
は
帝
国
の
中
に
あ
る
と
理

解
で
き
る
。

四
．
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
地
位
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

　

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
が
議
会
で
言
及
し
た
「
政
治
的
存
在
」

と
い
う
言
葉
は
、
後
に
一
八
一
五
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
関
す
る
条

約
に
も
現
れ
る
。
一
八
一
五
年
五
月
三
日
に
ウ
ィ
ー
ン
で
締
結
さ

れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
関
す
る
ロ
シ
ア
と
プ
ロ
イ
セ
ン
の
条
約

（
11
（

第
三

条
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
「
の
臣

民
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
、
彼
ら
が
帰
属
す
る
国
家
が
彼
ら
に

与
え
る
こ
と
が
有
益
で
あ
り
適
切
で
あ
る
と
判
断
す
る
政
治
的
存

在
の
様
式
に
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
の
国
民
性
の
保
持
を
保
障
す
る

諸
制
度
を
得
る
」

（
11
（

。
こ
う
し
て
ロ
シ
ア
の
も
と
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
立

憲
王
国
、
三
国
の
保
護
の
も
と
に
ク
ラ
ク
フ
自
由
市
、
プ
ロ
イ
セ

ン
の
も
と
に
ポ
ズ
ナ
ン
公
国
が
成
立
し
た
。

　
「
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
は
…
…
を
除
き
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
統
合

réuni

さ
れ
る
（
ロ
シ
ア
語
版присоединяется

）。
そ
れ
は
ロ
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シ
ア
帝
国
に
不
可
逆
的
に
憲
法
に
よ
っ
て
結
び
つ
きlié

、
全
ロ

シ
ア
の
皇
帝
陛
下
と
」
そ
の
継
承
者
に
よ
り
「
永
遠
に
領
有
さ
れ

る
」。
こ
の
「
国
家Etat

」
は
「
特
別
な
統
治
を
享
受
す
る
」。「
皇

帝
陛
下
は
、
彼
の
他
の
称
号
と
と
も
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
の
称
号
を

と
る
」（
同
）。こ
う
し
て
、ロ
シ
ア
皇
帝
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
と
な
り
、

憲
法
を
与
え
、
王
国
は
ロ
シ
ア
帝
国
と
永
遠
に
合
同
し
た
。
複
合

国
家
が
形
成
さ
れ
た
。

　

同
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
憲
法

（
11
（

は
、
王
国
と
ロ
シ
ア
帝
国
と
の

関
係
を
定
め
た
。「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
は
ロ
シ
ア
帝
国
に
永
久
に

統
合
さ
れ
るréuni

」（
第
一
条
）。
憲
法
が
、「
余
が
王
国
を
位

置
づ
け
る
市
民
的
政
治
的
諸
関
係
」
と
「
こ
の
統
合réunion

を

強
化
す
る
紐
帯
」
を
定
め
る
（
第
二
条
）。
王
国
の
王
冠
は
ロ
シ

ア
皇
帝
が
世
襲
す
る
（
第
三
条
）。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
自

ら
の
義
務
と
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
後
継
者
に
戴
冠
式
と
宣
誓

を
義
務
づ
け
た
（
第
四
五
条
）。
帝
国
の
外
交
政
策
が
王
国
に
も

適
用
さ
れ
る
（
第
八
条
）。「
こ
の
憲
章
は
最
高
権
力
行
使
の
方
法

と
原
則
を
定
め
る
」（
第
四
条
）。
憲
法
は
ロ
シ
ア
帝
国
と
ポ
ー
ラ

ン
ド
王
国
を
「
両
国
家Etat

」
と
呼
ん
だ
（
第
一
〇
条
）。
外
交

上
の
主
権
は
帝
国
が
持
つ
。
総
督
の
も
と
国
家
評
議
会
が
法
案
の

起
草
を
行
う（

11
（

。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
法
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
作
成

さ
れ
た
。
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
憲
法
で
は
、
君
主
を
皇
帝
陛

下
と
呼
ぶ
こ
と
も
な
い
。
な
お
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
治
世

を
通
じ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
総
督
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
貴
族
の
ユ
ー
ゼ
フ
・

ザ
ヨ
ン
チ
ェ
ク
で
あ
っ
た

（
11
（

。

　
「
ク
ラ
ク
フ
市
と
そ
の
領
域
は
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

プ
ロ
イ
セ
ン
の
保
護
の
も
と
で
、
永
遠
に
自
由
、
独
立
、
か
つ
厳

密
に
中
立
と
見
做
さ
れ
る
」（
五
月
三
日
ク
ラ
ク
フ
に
関
す
る
オ
ー

ス
ト
リ
ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ロ
シ
ア
の
条
約

（
11
（

第
一
条
、
ウ
ィ
ー
ン

最
終
議
定
書

（
11
（

第
六
条
）。
三
宮
廷
は
ク
ラ
ク
フ
自
由
市
の
中
立
性

と
そ
の
領
土
と
憲
法
を
保
障
し
た
（
ク
ラ
ク
フ
に
関
す
る
条
約
第

六
、七
条
、
最
終
議
定
書
第
九
条
）。

　

プ
ロ
イ
セ
ン
領
旧
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
、
す
な
わ
ち
、「
プ
ロ
イ

セ
ン
王
が
全
主
権
と
所
有
権
を
自
ら
有
す
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
の

地
方
は
、
ポ
ズ
ナ
ン
大
公
国
の
名
を
持
つ
」
と
定
め
ら
れ
た
（
五

月
三
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
関
す
る
ロ
シ
ア
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
条
約
第
一

条
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
最
終
議
定
書
第
二
条
）。

　

五
月
一
五
日
に
プ
ロ
イ
セ
ン
王
は
特
許
状
を
発
行
し
た
。「
余

の
古
い
い
く
つ
か
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
領
土
は
余
の
諸
国
家
に
返
還
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さ
れ
た
」。
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
領
土
を
「
別
個
の
州
に
…
…
統
合

し
、
そ
れ
を
余
は
ポ
ズ
ナ
ン
大
公
国
の
名
の
下
に
領
有
し
、
同
時

に
、
ポ
ズ
ナ
ン
大
公
の
称
号
を
と
り
、
そ
れ
を
余
の
王
の
称
号
に

加
え
、
ま
た
、
こ
の
州
の
紋
章
を
余
の
王
国
の
紋
章
に
加
え
る
」

（
11
（

。

　

同
日
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
は
宣
言
し
た
。「
あ
な
た
方
は
私
の
君

主
国
に
、
あ
な
た
方
の
国
民
的
存
在existence nationale 

を

断
念
す
る
必
要
な
く
、
編
入
さ
れ
る
。
余
が
余
の
忠
実
な
臣
民
に

与
え
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
憲
法
に
あ
な
た
方
は
加
わ
り
、
か

つ
ま
た
、
余
の
王
国
の
他
の
諸
州
と
同
様
に
、
州
憲
法
を
受
け
取

る
」

（
11
（

。
さ
ら
に
、
宗
教
の
保
持
、
個
人
の
自
由
、
所
有
権
を
法
の

保
護
下
に
置
き
、公
的
文
書
で
「
あ
な
た
方
の
言
語
」、す
な
わ
ち
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
が
ド
イ
ツ
語
と
共
に
使
用
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
職
に

就
任
可
能
で
あ
る
と
約
束
し
た
。

　

プ
ロ
イ
セ
ン
の
既
存
の
諸
州
、
あ
る
い
は
諸
国
家

（
1（
（

と
は
諸
領
邦

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
、
王
権
は
、
領
邦
を
一
律
の
州
と
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
た
。
一
八
一
五
年
五
月
に
ド
イ
ツ
連
邦
規
約
が

締
結
さ
れ
、
そ
の
第
一
三
条
で
、
ド
イ
ツ
連
邦
を
構
成
す
る
諸
領

邦
に
は
「
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
制
」
が
施
行
さ
れ
る
と
定
め
ら
れ

た
。
五
月
二
二
日
、
宰
相
カ
ー
ル
・
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
の
提
案
を

受
け
て
、
王
は
憲
法
を
制
定
し
全
国
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
、

領
邦
を
州
に
改
変
し
、
あ
る
い
は
州
を
新
設
し
て
、
王
国
を
、
議

会
を
持
つ
一
律
の
諸
州
か
ら
構
成
さ
せ
る
こ
と
を
約
束
し
た

（
11
（

。

　

こ
う
し
て
、
君
主
と
憲
法
に
よ
り
ロ
シ
ア
帝
国
と
合
同
し
、
外

交
上
の
主
権
を
有
さ
な
い
立
憲
王
国
、
三
国
の
保
護
下
で
独
立
し

た
中
立
都
市
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に
編
入
さ
れ
地
方
議
会
と
地
方
憲
法

を
与
え
ら
れ
る
公
国
が
、
一
八
一
五
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る

「
政
治
的
存
在
」
で
あ
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
は
憲
法
上
、
内

政
に
お
け
る
独
立
性
を
有
し
つ
つ
ロ
シ
ア
と
合
同
す
る
国
家
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
ポ
ズ
ナ
ン
公
国
は
、
旧
領
邦
が
近
代
的
な
州
に

再
編
さ
れ
る
中
で
の
一
地
方
、
近
代
に
変
質
し
て
い
っ
た
複
合
国

家
の
極
め
て
弱
体
な
構
成
員
と
い
え
る

（
11
（

。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
戻
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ル
一
世
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
編
入
し
て
、
大
公
国
を
成
立
さ

せ
た
。
大
公
国
は
同
じ
君
主
の
も
と
で
帝
国
と
合
同
し
、
従
来
の

法
と
特
権
、
権
利
、
信
仰
の
維
持
が
保
障
さ
れ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド

立
憲
王
国
が
条
約
や
憲
法
で
定
め
ら
れ
た
の
と
比
較
し
て
、
複
合

国
家
の
一
構
成
員
と
し
て
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
地
位
は
あ
い
ま
い

で
場
面
に
よ
り
か
な
り
の
揺
れ
が
あ
っ
た
が
、
大
公
国
は
内
政
面
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で
国
家
と
し
て
十
全
な
機
能
を
備
え
て
い
た
と
は
い
え
な
か
っ

た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
公
国
は
、帝
国
と
の
合
同
が
謳
わ
れ
お
り
、

ま
た
、
州
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
地
位
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
立
憲

王
国
よ
り
も
、
ポ
ズ
ナ
ン
大
公
国
に
近
い
と
考
え
る
こ
と
が
出
来

る
。

五
．
む
す
び

　

改
め
て
ま
と
め
る
。
一
八
〇
八
年
の
戦
争
当
初
か
ら
、
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
一
世
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
帝
国
に
編
入
し
、
旧
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
と
同
様
に
従
来
の
特
権
や
権
利
、
信
仰
を
保
障
す
る
方
針

を
示
し
た
。
ロ
シ
ア
中
核
地
域
と
異
な
る
統
治
を
行
う
点
で
彼
は

一
貫
し
て
い
た
。
一
八
〇
九
年
に
な
る
と
、大
公
国
を
成
立
さ
せ
、

議
会
を
召
集
し
、
憲
法
、
基
本
諸
法
の
内
容
を
認
め
、
帝
国
に
合

同
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
地
位
は
温
情
に
よ
り
与
え
ら
れ
、
平

穏
と
感
謝
が
期
待
さ
れ
た
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
地
位
は
場
面
に
よ
り
変
わ
っ
た
。
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
と
の
条
約
は
特
別
な
統
治
を
保
障
す
る
編
入
と
定
め
た
が
、

条
約
だ
け
で
決
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
一
方
、
議
会
で
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ル
一
世
は
人
的
合
同
さ
え
想
起
さ
せ
、
大
公
と
し
て
戴
冠
し

て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
国
家
と
し
て
の
自
立
性
を
強
調
し
た
が
、

そ
れ
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
地
位
の
全
て
で
も
な
か
っ
た
。つ
ま
り
、

完
全
な
併
合
で
も
、
人
的
合
同
で
も
な
い
。
統
治
評
議
会
規
則
は

十
全
な
内
政
の
機
構
を
大
公
国
に
与
え
ず
、
君
主
を
大
公
で
は
な

く
皇
帝
陛
下
と
呼
び
、
帝
国
の
中
の
大
公
国
と
理
解
さ
せ
た
。
そ

の
よ
う
な
一
八
〇
八
年
か
ら
一
八
〇
九
年
の
諸
文
書
に
お
け
る

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
公
国
の
地
位
は
、
一
八
一
五
年
の
諸
文
書
に
お

け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
比
較
す
る
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
立
憲
王
国
よ
り

も
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ポ
ズ
ナ
ン
大
公
国
の
ほ
う
に
近
い
。
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
大
公
国
は
、
近
代
化
さ
れ
て
い
く
複
合
国
家
の
弱
体
な
一

構
成
要
素
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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葉
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